
1 

2025 春現役レポート 

水球部門 

主将 松尾泰晟 

OB・OG の皆様、平素より格別のご高配を賜りありがとうございます。今年度水泳部水球部門の主将を務

めております、松尾泰晟と申します。 

2 月をもちまして、関東学生水球リーグまで残すところ 3 ヶ月となりました。大学プールが使えない 12 月

から 2 月までの冬期間は、チームとしての目標に加え、各々目標を持ち練習に励むことで、有意義な期間に

することができました。しかし、私共の目標である、「国際武道大学に勝つ」を達成するためには、更なる基

礎力の向上や対人スキルの上達、洗練された連携が必要です。3 月からは本学プールでの練習が始まります。

本学プールでは、対人練習を徹底的に行い、格上の相手にも負けない対人スキルを身につけます。また、 

フォーメーションの練習にも力を入れ、攻守ともに更なる連携力を身につけ、試合で勝利する姿を OB・OG

の皆様にお届けします。目標を達成するために、1 日 1日の練習を大切にし、日々成長していきます。 

また、4 月からは新入生勧誘活動が始まります。昨年度と同様、今年度も新入生勧誘活動に力をいれ、更な

る層の厚さを目指します。 

「国際武道大学に勝つ」という目標に向けて、より一層練習に励む所存です。OB・OG の皆様、今後とも

変わらぬご支援、ご鞭撻を賜りますようお願い申しあげます。 

 

主務 成田汐里 

OB･OG の皆さま、平素より私共の活動に格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。今年度水泳部水

球部門主務を務めております、文学部心理学科 3 年の成田汐里と申します。 

弊部門が所属する 2部リーグは、年々水球経験者の割合が増加しております。その中で、未経験者 9 割の

弊部門が最も大切にすべきは、チームワークであると考えております。選手同士はもちろん、選手とマネー

ジャーの間でもコミュニケーションを大切にし、全員が同じ目標に向かうことで、相互補完できるチームを

目指します。 

また私共は、「成長の先に成功」というスローガンを掲げ、練習に励んでおります。部員全員で切磋琢磨

し、試合当日まで成長し続けます。そして、『国際武道大学に勝つ』という目標を必ず達成します。 

OB･OG の皆さまに良いご報告ができるよう、学生リーグに向けより一層練習に励んでいく所存です。今

後とも変わらぬご支援、ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。 

 

水桜会マネージャー 須藤柚乃 

水桜会の皆さま、平素よりお世話になっております。今年度も引き続き水球部門水桜会マネージャーを務

めさせて頂きます。今後とも何卒よろしくお願いいたします。 

水桜会のみなさまによって続けられている伝統のあるイベントを通じて、学習院の水泳部水球部門が発展

し続いていくために尽力して参ります。また、部として掲げている目標に自主性を持って取り組み実現に近

づけるよう精進して参ります。日々大学プールにお越しくださり指導してくださる OB の皆様や、様々な支

援をして下さっている OB・OG の皆様に改めて感謝申し上げます。みなさまのご支援にお応えできますよ

う部員一同練習に励ませて頂きますので、今後とも変わらぬご声援のほどよろしくお願いいたします。 
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水球部門一言(学年は 2025.3 月現在) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学年 名前 役職 人生で 1度は行ってみたい場所 

3 松尾泰晟 主将 イタリア 

3 成田汐里 主務 ウユニ塩湖 

3 渋澤進 副将 スウェーデン 

3 中村明日香 学連 富士山の頂上 

3 笹沢勇介 プール管理委員長 皇居 

3 藤田嗣知 広報 フィンランド 

2 五十野陽大 副将 ロサンゼルス 

2 齋藤桃子 副務 パリ 

2 藤原和佳 会計 フィンランド 

2 宮路果歩 広報・運常 スイス 

2 宮崎航 広報 イエローナイフ 

1 田中紅羽 会計 屋久島 

1 三ノ上幸桜 学連 カナダ 

1 新澤二朗 プール管理委員 エベレスト 

1 山下和輝 プール管理委員 月 

1 有賀恭太朗 水桜会マネージャー 小笠原諸島 

1 須藤柚乃 水桜会マネージャー ドイツ 

1 成田大起 広報 スイス 

1 遠藤凱也 広報 イスラエル 

1 古田礼奈 広報 チェコ 

1 三藤紘之  メキシコ 

1 新村治樹  モナコ 
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競泳部門 

主将 浪江勝太 

水桜会の皆様、平素よりお世話になっております。競泳部門主将を務めております、経済学部経済学科3年

の浪江勝太と申します。 

競泳部門は本年度の関東学生選手権において、男子は 2部 6位、女子は 1部 19 位となりました。男子は

元1部校、女子は現1部校と懸命に戦い、昨年度より多くの種目で自己ベストの更新が見られました。また

日本学生選手権には3名の選手が出場し、B決勝進出を含む好成績を残しました。 

1部昇格、残留という目標には届かなかったものの、積み重ねた練習の成果を発揮し、大舞台で最大の 

パフォーマンスをする力は着実についていると考えています。 

本年度は「声」というスローガンのもと、部員間の意思の疎通に注力して練習に取り組んでおり、 

ミーティングでも専門距離でグループ分けをするなど、より前向きに水泳に向き合える環境づくりを心がけ

ています。 

これからも個人競技という枠に囚われずチーム意識の向上を図り、男女 1 部昇格という目標を達成するた

め部員一同邁進してまいります。 

競泳部門のさらなる成長と発展のため、今後ともご指導ご鞭達のほどよろしくお願い申し上げます。 

 

主務 一瀬薫乃 

水桜会の皆様、平素よりお世話になっております。今年度水泳部競泳部門で主務を務めております、経済

学部経営学科３年の一瀬薫乃と申します。 

私たちが最上級生となってから早いもので半年が経ちました。新体制として、部員一丸となり目標達成に

向けて日々励んでおります。大舞台で日々の練習の成果を発揮し活躍する選手の姿に、改めてマネージャー

として選手の力になりたいと強く思いました。「選手のためになにが出来るのか」を全員が考えて直向きに

練習環境づくりに取り組む今のマネージャー組織は、成果以上に学びのあるものになっています。 

個人競技と言われる競泳ですが、チームとしても戦える競泳部門として精進しつつ、今年も多くの新１年

生を迎え活気ある部活となれるよう邁進してまいります。 

そういった活動が出来るのも、日頃よりご支援いただいている水桜会の皆様のおかげであり、部員一同心

より感謝申し上げます。今後とも変わらぬご支援、ご声援の程よろしくお願いいたします。 

 

水桜会マネージャー 齋藤未季 

水桜会の皆様、いつもお世話になっております。今年度より競泳部門水桜会マネージャーを務めさせてい

ただくこととなりました、一年の齋藤未季と申します。よろしくお願いいたします。 

 私が入部してから一年がたとうとしておりますが、日々の練習や活動を通して競泳という競技の厳しさと

共に、仲間とともに努力し成長することの素晴らしさを実感しております。選手たちが自己ベストを更新す

るために懸命に取り組む姿や、互いに励まし合いながら成長していく様子を間近で見られることに大きなや

りがいを感じております。このような充実した活動ができるのも、水桜会の皆様が日ごろから練習環境を整

え、支えてくださるおかげです。改めて深く感謝申し上げます。 

 これからも日々の練習に真摯に取り組みながら、それぞれの目標に向かって努力を重ね、チームとしても

さらに成長していけるよう精進してまいりますので、今後とも変わらぬご支援、ご声援のほど、よろしくお

願い申し上げます。 
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競泳部門一言(学年は 2025.3 月現在) 

学年 名前 役職 人生で一度は行ってみたい場所 学年 名前 役職 人生で一度は行ってみたい場所

3 石井華 副務、水桜会マネ 富士山 2 鳥住真希 世界の果て！

3 石川颯真 プール管理委員会 カナダ 2 中川百梨 学連 ブルガリア

3 一瀬薫乃 主務 ニューカレドニア 2 平井輝 学連 マドリード

3 占部凜奈 エッフェル塔 2 藤林夏輝 プール管理委員会 カンプノウ

3 岸上航 ラーメン二郎 相模大野店 2 牧野由優利 ディズニーワールド

3 浪江勝太 主将 モンサンミッシェル 2 山田響左 スイス

3 原茂大吾 ハワイ 1 飯箸希 イエローナイフ

2 朝久野萌 水桜会マネ、会計 イタリア 1 内山周哉 ピラミッド

2 井坂有里 スペイン 1 小河天音 学連 宮古島

2 岩浪涼自 天竺 1 齋藤未季 水桜会マネ、学連 万里の長城

2 榮川輝大 宇宙 1 福田慎之佑 プール管理委員会 フィンランド

2 岡田慈正 コルマール 1 望月桜子 スウェーデン

2 酒巻太郎 深海 1 山口慶太 ハンブルク

2 筑紫小百合 地中海
 

 


